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ル
ー
ル
を
守
っ
て

             

楽
し
い
花
火

《
遊
び
は
、
迷
惑
に
な
ら
な
い

　

場
所
と
時
間
で
、
後
始
末
を

　

し
っ
か
り
と
》

　

夏
の
風
物
詩
と
し
て
の
楽
し
い
花

火
も
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
に

な
っ
た
り
、
や
け
ど
を
し
た
り
す
る

な
ど
の
事
故
を
お
こ
し
ま
す
。
楽
し

く
遊
ぶ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
よ

　

く
読
ん
で
、
注
意
事
項
を
必
ず
守

　

り
ま
し
ょ
う
。

○
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃

　

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
遊

　

ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　

う
。

○
衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注

　

意
し
ま
し
ょ
う
。

○
風
が
強
い
日
や
乾
燥
し
て
い
る
日

　

は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
残
り
火
を
確
実
に
消
火
す
る
た
め
、

　

水
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

以
上
の
点
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
機
会
に
子
供
た
ち
と
火
の
取
り

扱
い
や
火
災
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
安
全
に
花
火
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

   

電
気
使
用
安
全
月
間

　

電
気
は
正
し
く

　
　
　

安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う

　

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す
。

感
電
火
災
は
夏
季
に
集
中
し
て
発
生

し
ま
す
。
夏
は
汗
を
か
き
や
す
く
、

皮
膚
の
露
出
部
分
が
多
く
な
り
、
ま

た
疲
労
か
ら
注
意
力
が
散
漫
に
な
り

が
ち
で
す
。
こ
の
点
か
ら
毎
年
８
月

を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
と
し
、

経
済
産
業
省
の
主
唱
の
も
と
に
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
電
火
災
を
防
止
す
る
た
め
、
電

気
は
安
全
に
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
気
の
ご
相
談
は
、（
財
）中
部
電

気
保
安
協
会
諏
訪
事
業
所
（　

２
７-

３
８
２
２
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

   

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

　

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
を
利
用

し
て
い
る
国
民
の
方
々
に
改
め
て
道

路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
及
び

重
要
性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、

道
路
を
常
に
美
し
く
、
安
全
に
利
用

す
る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
毎
年
８
月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
」
、
そ
し
て
８
月
10
日
を
「
道

の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
道
路
の
意
義
・

重
要
性
に
対
す
る
関
心
と
道
路
愛
護

の
精
神
を
高
め
、「
道
路
」
を
よ
り

身
近
に
考
え
て
道
路
の
正
し
い
利
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

   

日
本
装
飾
美
術
学
校

  

Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
祭（
学
園
祭
）

　

８
月
26
日（
土
）・
27
日（
日
）に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
工
房
で
の
も
の
づ

く
り
体
験
を
中
心
と
し
た
学
園
祭
『
Ｄ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
祭
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

デ
コ
ビ
に
興
味
の
あ
る
方
、
も
の

づ
く
り
が
大
好
き
な
方
、
多
数
の
ご

来
校
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
工
房
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

　

も
の
づ
く
り
体
験
・
デ
モ
ン

　

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
】

＊
木
工
房
：
大
き
な
1
枚
板
を
み
ん

　

な
で
削
る
（
カ
ン
ナ
が
け
）、
木

　

の
枝
を
使
っ
て
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
チ

　

ェ
ア
を
造
る
。

＊
金
属
工
房
：
講
師
に
よ
る
鍛
造
の

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
他

＊
ガ
ラ
ス
工
房
：
ガ
ラ
ス
体
験
、
吹

　

き
ガ
ラ
ス
の
ゲ
ス
ト
作
家
に
よ
る

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

＊
絵
画
壁
画
工
房
：
モ
ザ
イ
ク
の
大

　

き
な
絵
を
み
ん
な
で
造
る
。

＊
陶
磁
工
房
：
七
輪
陶
芸
（
七
輪
で

　

つ
く
る
や
き
も
の
）
他

＊
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
房
：
15
cm
×

　

15
cm
の
ミ
ニ
パ
ネ
ル
づ
く
り

※
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

他
に
も
作
品
販
売
な
ど
の
企
画
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来

校
く
だ
さ
い
。

   

体　

験　

入　

学

     

（
本
科
生
・
研
修
生
・
研
究
生
）

　

当
校
は
、
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
・
絵
画

壁
画
・
木
工
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・

金
属
の
六
つ
の
工
房
の
あ
る
専
門
学

校
で
す
。
２
０
０
７
年
度
高
校
卒
業

予
定
の
方
か
ら
一
般
・
社
会
人
の
方
々

ま
で
幅
広
く
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
の
工
房
で
の
制
作
内
容
や
講

師
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
希
望
に
よ

っ
て
、
各
工
房
の
基
本
技
術
・
素
材

に
触
れ
る
体
験
実
習
も
行
い
ま
す
。

■
日　
　

程

　

８
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

　

９
月
15
日（
金
）・
16
日（
土
）・

　

23
日（
土
）

　

10
月
13
日（
金
）・
14
日（
土
）

　

11
月
３
日（
金
）・
４
日（
土
）

　

12
月
15
日（
金
）・
16
日（
土
）

※
金
曜
日
の
日
程
は
、
工
房
の
授
業

　

見
学
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

■
工
房
体
験
内
容
例

＊
ガ
ラ
ス
工
房
「
１
３
０
０
℃
の
ガ

　

ラ
ス
の
世
界
」（
吹
き
ガ
ラ
ス
な

　

ど
）

＊
陶
磁
工
房
「
土
と
遊
ぶ
」（
ロ
ク

　

ロ
体
験
な
ど
）

＊
絵
画
壁
画
工
房
「
素
材
（
テ
ッ
セ

　

ラ
）
と
の
対
話
」（
大
理
石
の
ピ

　

ー
ス
作
り
を
通
し
て
素
材
を
知
る
）

＊
木
工
房 

「
カ
ン
ナ
の
仕
込
み
と

削　

り
」

＊
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
房 

「
ガ
ラ

ス　

切
り
入
門
」

＊
金
属
工
房
「
鉄
細
工
」
（
熱
し
た

　

鉄
を
た
た
く
）

※
日
に
よ
っ
て
、
体
験
で
き
る
工
房

　

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
、
電
話
、
メ
ー
ル
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

専
門
学
校 

日
本
装
飾
美
術
学
校

　
　
　
　
　
　
　

６
２-

２
５
０
０

　
　
　
　
　
　
　

６
２-

８
３
１
１

　

Ｅ
メ
ー
ル   info@decobi.com
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